
 

 

 
社殿内部の「内侍

燈籠(左)」(ないし

とうろう) と、「ぼ

んぼり」(右) 

 

神事で使われる火鑽(ひきり)。こ

の道具でおこした忌み火は、神事

用の清浄な火として扱われます。 
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―
燈
籠(

と
う
ろ
う)

に
つ
い
て
― 

神
社
の
参
道
の
両
脇
や
、
社
殿
の
中 

に
は
燈
籠(

と
う
ろ
う)

が
置
か
れ
て

い
ま
す
。
燈
籠
は
、
装
飾
品
と
し
て
庭

園
に
置
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
、

和
の
文
化
に
な
じ
み
深
い
も
の
で
す
。

神
社
に
設
置
さ
れ
た
燈
籠
に
は
、
装
飾

や
明
か
り
と
り
の
他
に
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
味
合
い
が
あ
り
ま
す
。
お
祭
り
で
、

神
様
が
ご
鎮
座
さ
れ
る
と
き
の
目
印
に

な
っ
た
り
、
献
灯
と
し
て
の
意
味
合
い

も
あ
り
ま
す
。
献
灯
と
は
、
神
仏
に
火

を
供
え
る
こ
と
で
す
。
火
は
、
不
浄
を

焼
き
払
う
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
神
道

で
は
、
火
を
と
て
も
重
視
し
ま
す
。 

特
に
、
火
鑽(

ひ
き
り
…
下
部
参
照)

と

い
う
道
具
を
使
っ
て
お
こ
し
た
火
を
忌

み
火
と
い
い
ま
す
。
宮
中
や
伊
勢
の
神

宮
を
は
じ
め
、
神
社
に
よ
っ
て
は
、
重

要
な
祭
典
の
際
に
は
火
鑽(

ひ
き
り)

で

火
を
お
こ
し
、
神
様
へ
の
お
供
え
物
の

煮
炊
き
や
、
お
焚
き
上
げ
な
ど
に
用
い

ま
す(
下
部
写
真
参
照)

。 

燈
籠
は
、
氏
子
崇
敬
者
の
寄
進
に
よ

っ
て
設
置
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

火
を
灯
す
燈
籠
を
奉
納
す
る
こ
と
で
、

神
仏
の
ご
加
護
を
よ
り
一
層
強
く
祈
る

の
で
す
。
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１日・15 日 月次祭 皇室の弥栄と国家安泰、 
(つきなみさい)  氏子崇敬者並に社会の幸福と 

平和を祈ります。  

３日 憲法記念日 日本国憲法の施行を記念し、 

国の成長を期する日です。 

４日 みどりの日 自然にしたしむとともに, 

その恩恵に感謝し豊かな心を 

はぐくむ日です。 

５日 こどもの日こどもの人格を重んじ、こども 

の幸福をはかるとともに、母に 

感謝する日です。 

立夏(りっか) 春ようやくあせて、山野に新緑 

が目立ち始め、風もさわやか 

になって、いよいよ夏の気配 

が感じられてきます。 

21 日 小満(しょうまん)万物しだいに長じて天地に 

 満ち始めるという意味から 

 小満といわれます。気象的に 

はこの頃から梅雨となる年が 

多いようです。 

 

本日はよくお参り下さいました 

吹く風も夏めいてまいりましたが皆さ 

まいかがお過ごしですか。気候の良い 

日は、半袖を着たくなるほど暑い日も 

あります。ゴールデンウィークの貴重 

なお休みの中でも、お参りや御朱印でたくさんの方が

お参りにいらっしゃいます。去年あたりから、ときど

き神社の前で、多くの方々が、一生懸命スマホを操作

しているのを見かけるようになりました。車を神社の

前に停めている方も。パッ見で 100 人くらいいる時も

ありました。聞くところによると「ポケモンゴー」と

いうゲームをしているのだそうです。「ポケモンゴー」

は数年前に、アメリカで大ヒットしたことで有名にな

った任天堂のスマホゲームですが、いまだに根強い人

気があるようです。周辺の方々にご迷惑にならないよ

う皆さん気を付けているようなので、神社としても温

かく見守っています。平和を感じますね。今月も皆様

のご多幸と平穏無事をお祈り申し上げます。権禰宜道子 

今
月
の
言
葉 

『
ま
だ
見
ぬ
か
た
の 

花
を
た
づ
ね
む
』 

西 

行 
1
.  

多
く
の
人
々
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ

で
、
美
し
い
花
を
見
つ
け
た
と
き

は
、
新
た
な
発
見
に
感
動
を
覚
え
る

だ
ろ
う
。
世
の
た
め
、
人
の
た
め
に

な
る
よ
う
な
、
皆
が
知
ら
な
か
っ
た

新
た
な
境
地
を
拓
く
努
力
は
貴
く
、

達
成
し
た
と
き
の
感
動
は
、
何
物
に

も
代
え
が
た
い
。 
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